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就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

地域連携活動の概要

事業所番号

管理者名

対象年度

事業所名 チームハーベストキッチン

住　所 佐世保市瀬道町1146番地

4210200772

尾﨑　亮三

2023年度電話番号 0956-59-3500

連携先の企業等の意見または評価

平成20年より弁当事業をスタートし、現在ランチ・デ

イナーは地域の高齢独居の方を中心に、市内の地域包

括支援センターや居宅介護支援事業所、市外の地域包

括支援センターや社会福祉協議会などと協力しながら

配食をすすめている。

地域にお住まいの高齢者の方より、買い物へ行くのが困難、1

人分の調理が大変、年齢に伴い調理ができなくなった、退院

後調理作業をすることが難しい、親と別世帯で暮らしている

子供さんより、ご両親の食事が心配なため、安心して食事を

食べてもらいたいとのご要望も多い。地域とのつながりを大

切にし、調理や配達に関わっているメンバーの皆さんには、

誰かの役に立てているという事で、自信に繋がると期待して

いる。

現在デイナーは90件前後の注文を頂いている。ランチ

については後から配食を始め、年々個人宅の注文が増

加傾向にある。（企業・個人宅を含めると、400食ほ

ど））今後高齢者、独居の方は、年々増加する傾向に

あるため、今後も地域包括支援センターなど関係機関

と協力しながら、配達を継続し拡大していきたい。配

達ルートを増やすことが可能となれば、より多くのお

客様に対応できるようになると予想される。地域密着

型の事業として地域の方のお役に立てる事業所と認識

して頂ける活動を目指す。

食事の提供を行っている事業が川棚では少ないため、市をまたいで配達してもらえるので助かっている。安否確認まで行って

いただいている。食事の形態や本人の嗜好に合わせた形で提供していただけるので有り難く思っている。社会福祉事業の活動

の場面でも配食の利用を行っている。今後とも、継続して配達を行っていただきたい。

・月の前半後半の献立表を基にディナーをお届けしている。

・食事形態は、普通、あら刻み、刻み、細刻み、骨なし、油

抜き、アレルギー対応、糖尿病、おかゆなど対応を行ってい

る。

・配達風景

配食後冷蔵し、配達の際も発泡容器へ保冷剤と

ともに入れ、配達を行う。自宅に留守の場合

は、指定の場所へおいて置く。

様式１



※ほかに佐世保市内の各地域の支援包括支援センター、居宅介護支援事業所などとも連携を図っています。

連携先の企業等の意見または評価

連携先企業名 川棚地域包括支援センター 担当者名 塩田　英里

連携先企業名 川棚社会福祉協議会 担当者名 西浦　英一郎

食事の提供を行っている事業が川棚では少ないため、市をまたいで配達してもらえるので助かっている。安否確認まで行って

いただいている。食事の形態や本人の嗜好に合わせた形で提供していただけるので有り難く思っている。社会福祉事業の活動

の場面でも配食の利用を行っている。今後とも、継続して配達を行っていただきたい。

個人宅もだが、高齢者の方々の活動の場所でも配食を利用させていただいている。昨年の意見でも伝えたが、他の配食事業所

にちょっとしたサービスがあるので、似たようなサービスがあればなお良いと思う。（例：自宅前が坂道のため、ゴミステー

ションへ行くのも不安があるので、配食に見えた帰りにちょっと持って出してほしい。冬場、灯油を入れる事ができても、そ

の後がちょっと持てないので、持ってほしいなど）食事に関しては、揚げ物の衣が固いことがあると聞いたことがある。野菜

をたくさん使用されている事、バランスの良い食事が摂取できていると思う。今後引き落としの金融機関を増やして頂けると

助かります。

連携先の企業等の意見または評価

喫食されている方からは、栄養バランスも良く美味しいと言われている。独居で暮らされている方で、近年コロナの時代にお

正月におせちが食べたいと言われた時に、1人分のおせちにも対応して頂き、喜ばれていた。先日新規の相談を行った際に配

達が難しいという事で、ほかの業者も当たってみたが、契約を交わさないといけないなど細かいことがあったり、他も配達の

人員不足を感じました。地域に事業所があることで、今後も継続して連携ができればと思います。

連携先企業名
医療法人　種榮会　あかがき内科循環器科

居宅介護支援事業所
担当者名 窪山　紀子


